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〜
５

（
略
）

３
〜
５

（
略
）

６

第
一
項
又
は
第
三
項
の
裁
定
の
請
求
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
が
同
時
に
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権

を
有
す
る
場
合
（
厚
生
年
金
保
険
法
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
又
は
な
お
効
力
を
有
す
る
平
成
二
十
四
年
一
元

化
法
改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
繰
下
げ
の
申

出
を
行
う
と
き
を
除
く
。）に
お
い
て
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
当
該
老
齢
厚
生
年
金

の
裁
定
の
請
求
に
併
せ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
又
は
第
三
項
の
請
求
書

に
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
事
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
第
三
項
の
請
求
書
に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
た
書
類
の
う
ち
当
該
老
齢
厚
生
年
金
の
裁
定
請
求
書
に
記
載
し
、又
は
添
え
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
又
は
第
三
項
の
請
求
書
に
記
載
し
、
又
は
同

項
の
請
求
書
に
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

６

第
一
項
又
は
第
三
項
の
裁
定
の
請
求
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
が
同
時
に
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権

を
有
す
る
場
合
（
厚
生
年
金
保
険
法
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
又
は
な
お
効
力
を
有
す
る
平
成
二
十
四
年
一
元

化
法
改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
繰
下
げ
の
申

出
を
行
う
と
き
を
除
く
。）に
お
い
て
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
当
該
老
齢
厚
生
年
金

の
裁
定
の
請
求
に
併
せ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
又
は
第
三
項
の
請
求
書

に
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
事
項
及
び
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
又
は
第
三
項
の
請
求
書
に

添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
書
類
の
う
ち
当
該
老
齢
厚
生
年
金
の
裁
定
請
求
書
に
記
載
し
、
又
は

添
え
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
又
は
第
三
項
の
請
求

書
に
記
載
し
、
又
は
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

（
加
算
事
由
該
当
の
届
出
）

第
十
七
条
の
二
の
四

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
は
、
六
十
五
歳
に
達
し
た
日
に
お
い
て
、
昭
和
六
十
年
改
正

法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
し
た
と
き
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
裁
定
の
請
求
を
行
つ
た
後
速
や
か

に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
機
構
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
厚
生
年
金
保
険

法
施
行
規
則
第
三
十
条
第
一
項
の
請
求
書
に
同
条
第
二
項
第
四
号
の
三
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
た
と
き
（
当
該

老
齢
基
礎
年
金
の
裁
定
の
請
求
時
に
お
い
て
配
偶
者
が
昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
給
付
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
書
類
に
記
載
さ
れ
た
事
項
に
変
更
が
な
い
場
合
に
限
る
。）そ
の
他
の

当
該
受
給
権
者
が
昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
し
た
こ
と
を
厚
生
労
働
大
臣
が

確
認
で
き
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
新
設
）

一

氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

二

基
礎
年
金
番
号

三

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
証
書
の
年
金
コ
ー
ド

四

配
偶
者
の
氏
名
及
び
生
年
月
日

五

配
偶
者
が
受
け
る
権
利
を
有
す
る
昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
給
付
の
名

称
、
当
該
給
付
に
係
る
制
度
の
名
称
及
び
そ
の
管
掌
機
関
、
そ
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な

つ
た
年
月
日
並
び
に
そ
の
年
金
証
書
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
書
類
の
年
金
コ
ー
ド
又
は
記
号
番
号
若
し
く
は
番

号
並
び
に
配
偶
者
の
基
礎
年
金
番
号

六

経
過
措
置
政
令
第
二
十
八
条
に
定
め
る
給
付
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨
並
び
に

当
該
給
付
の
名
称
並
び
に
当
該
給
付
に
係
る
制
度
の
名
称
及
び
そ
の
管
掌
機
関

２

前
項
の
届
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

配
偶
者
が
昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
第
一
項
各
号
の
規
定
に
該
当
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
書
類

二

受
給
権
者
と
配
偶
者
と
の
身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
の
証
明
書
又
は
戸
籍
の

抄
本

三

受
給
権
者
が
配
偶
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
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